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Management of the Nika School dormitory and a Leisurely walk
 described in the Nika School diary
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はじめに
 　1898 年、浙江巡撫は 8 名の学生を選び、日本留学に派遣することに決めた。同年 4 月に求是
書院 14 名（銭承鋕、陸世芬、陳幌、何橘時）と浙江武備学堂 4 名（簫星垣、徐方謙、段蘭芳、譚
興沛）が来日した 2。最初、木挽町二丁目の厚生館 3 に滞在し、外務省が候補訳官酒匂祐三を派遣
して毎日二時間、求是書院出身の 4 名に日本語を教えた。6 月には本郷区駒込西片町一九番地の
民家を借りて、中嶋裁之の監督の下で日本語と普通学を学んだ。これが日華学堂の始まりである。
　清国人留学生の予備教育と言えば、弘文学院がもっとも有名である。嘉納治五郎は嘉納塾の後、
公使李盛鐸と張之洞が派遣した学生を引き受け、1899 年 10 月、神田区三崎町一丁目二番地に亦
























第 62 号、1937 年 7 月）である。『要覧』に基づき、設立の時期、趣旨、教科及び 25 名の留学生
の入学の時期と氏名を紹介した 9。また、同氏は「日華学堂の教育――留日学生史談（五）」（『東


































　学年暦は 9 月から翌年の 7 月まで一年間で、二学期に分けられる。前期は 9 月 5 日から翌年 2
月 15 日まで、後期は 2 月 20 日から 7 月 20 日までである。毎日平均 5、6 時間の授業を行うが、
難易度に基づき、随時調整する。日曜日と祝祭日は休む。冬休みは 12 月 29 日から翌年 1 月 7 日
まで、夏休みは 7 月 11 日から 9 月 4 日までだが、7 月 22 日から 8 月 20 日までの間、毎日 2、3
時間の夏期集中講義を行う 13。
　高楠順次郎は総監を務め、中島裁之は初代堂監（1898 年 6 月～ 9 月 20 日）、宝閣善教は二代目
堂監（1898 年 9 月 25 日～ 1900 年 10 月）として教育を監督し、学堂日誌を記した 14。
　各教員の担当科目（1899 年 2 月）と一週間の授業時間数は以下のとおりである。
　高楠順次郎（英語、3 時間）、宝閣善教（英文法、3 時間）、梅原融（物理、化学、会話、読書、











　1898 年 6 月に求是書院の学生銭承鋕、陸世芬、陳榥、何橘時 18 が入学した。最初の校舎兼宿舎
は 1898 年 6 月に本郷区駒込西片町一九番地にあった。
　9 月 25 日に汪有齢は学堂に入学した 19。それから 10 月 31 日、浙江省留日学生監督で大阪商人
孫淦の紹介で私費留学生の呉振麟 20 が入学した。この 6 名は浙江省の派遣もしくは孫淦紹介の関
係者である。学生が増えたため、11 月 27 日に指ヶ谷町一四〇番地に移転した。
　翌年 1 月 20 日に南洋公学から派遣された章宗祥、富士英、雷奮、胡礽泰、楊蔭杭、楊廷棟が政治、
法律研究を志望し、入学した 21。日本語レベルの違いにより、甲乙二組ができた。2 月 6 日に私
費留学生陳玉堂 22 が入学し、3 月 17 日に、同じく私費留学生鄭康耆が三橋信方の紹介状を持って
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　図１ 本郷区駒込東片町一四五番地の借家契約書（アジア歴史資料センター所蔵『在本邦清国
　　　 留学生関係雑籑　陸軍海軍学生外之部』請求番号 3-2533-0012、3-2533-0013 より）
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　1899 年 3 月 30 日から田代直樹が舎監を務めたが、9 月 1 日に時事新報社に移った。二代目舎監
として上田三徳は 1900 年 3 月 17 日から 6 月 28 日まで務めたが、清国へ行くため学堂を辞した。





50 部、上海、天津、漢口、杭州領事館宛に 30 部、さらに一時帰国する湖北学生監督塩運使衔分









































る記録もある。最初 6 名の時期は人数が少ないため、柔軟に対応したが、1899 年 1 月 20 日に南






ており、みな中国服であったが、1898 年 10 月に入ってから、洋服、革靴、帽子を買い求め、制

















の談話」（六）『読売新聞』1902 年 10 月 23 日付）と批判し、「学生の集合すべき寄宿舎を、家庭
的の趣味ある愉快な処にして、家に居ると同様の組織となし、倶楽部抔も作つて、兎に角生徒が


















図 4　高等師範学校一覧　明治 31 年 (1898)4 月 -32 年 3 月、国立国会図書館所蔵写真帳より
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　具体的に『日誌』から上野公園での活動を見ると、8 月 30 日夕方、10 月 7 日晩餐後は散歩、10
月 23 日は「午前学生を伴ひ上野に遊び、白馬会の油絵展覧会を観る」とあることから、上野公
園で開催された白馬会の油絵展覧会を観覧したとわかる。白馬会はフランスから帰国した黒田清
輝と久米桂一郎らが 1896 年に 9 月に明治美術会を脱退して結成した洋画家のグループで、同年






学ぶのは 1906 年であったが、その 8 年前、日華学堂の学生はすでに黒田と久米の作品を目の当た
りにしていた。おそらく彼らは日本の西洋画を鑑賞した最も早い中国人留学生ではなかろうか。
　『読売新聞』（1898 年 10 月 24 日付）によると、10 月 23 日午前 10 時に、憲政党青年大会が上野
公園で行われ、3000 人以上の憲政党関係者が参加し、午後 2 時に散会した。このような大規模な




　10 月 31 日に浙江省留学生監督孫淦が、私費留学生の呉振麟を連れて日華学堂に入学させると、
6 名の留学生と一緒に上野を散歩したほか、11 月 19 日に動物園見学、12 月 25 日、翌年 1 月 3 日、
1 月 22 日に散歩したという記録がある。このうち注目すべきは 12 月 25 日の散歩である。
　上野公園のシンボルである西郷隆盛の銅像は 1889 年（明治二二年）3 月に計画され、同年 10
月に芝弥生館に事務所を立ち上げ、全国的に寄付を募り、2 万 5000 人以上から寄付を受けた。銅
像の設計は高村光雲で、制作は東京美術学校の岡崎に依頼した。1893 年（明治二六年）に起工し、





























　『日誌』の記載を見ると、1898 年 8 月 14 日に「学生四名ヲ供ヒ植物園ニ至ル。其ノ途上雨ニ遭
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ヒ到達セズシテ帰舎ス」とあり、雨に遭い、途中引き返した。そのため、中嶋は 9 月 18 日の日曜
日に再び学生 4 名を連れて、小石川植物園を鑑賞した。その二日後、中嶋は病気を理由に日華学
堂を辞している。10 月 15 日土曜日は快晴で、中嶋に代わり堂監に就任した宝閣が、再び学生を
引率して小石川植物園に行ったとの記録が残っている。
　一方、庶民の街である浅草に出かける回数は、少ない。『日誌』を読むと、1898 年 8 月 21 日、















































　全体的に見ると、1898 年 7 月から翌年 1 月 17 日まで、つまり最初の浙江省出身の 6 名の時は、
外出が多く、上野公園、動物園、博物館を始め、小石川植物園、浅草、道灌山 47、飛鳥山、団子坂、
芝公園、皇居、銀座、京橋などを散策したり、神田、本郷の本街を散歩したり、三崎町の嘉納塾
と成城学校を訪問したりした。『日誌』には 70 回の散歩と訪問記録があるが、そのうち 46 回が浙
江省の 6 名との外出であった。
　1899 年 1 月 20 日に南洋公学から派遣された 6 名が入ると、1 月 22 日に上野公園へ散歩、2 月
































4　その 5 人は戢翼翬（湖北）、鄒瑞昌（安徽、25 歳）、熊垓（江西、17 歳）、黄大暹（四川、17 歳）、李盛銜（江西、19 歳）
である。戢翼翬は 1896 年に始めて来日した官費留学生 13 人中の 1 人で、この時、既に東京専門学校（早稲田大学の前身）
に通っていると考えられる。
5　1909 年 7 月 28 日の閉校まで、入学者 7892 人、卒業者 3810 人であり、数多くの留学生に留学予備教育を行った。
6　アジア歴史資料センター所蔵の「日華学堂章程要覧配布一件」（請求番号 3-2533-8 ～ 10）に外務省三橋書記官宛の高楠の
書簡に矢野駐清国全権大使に 50 部、上海、天津、漢口、杭州領事館宛に 30 部、さらに一時帰国する湖北学生監督塩運使
衔分省知府銭恂に 50 部を託したとの記載がある。現在、西安交通大学史料館に南洋公学の創立者盛宣懐の関係資料に写真、
『皇朝蓄艾文編』に上海官書局印刷の 1899 年 6 月 30 日付の原文が保存されている。
7　柴田幹夫「『日華学堂日誌』一八九八～一九〇〇」（『新潟大学国際センター紀要』第 9 号、2013 年）参照。日誌は 1898 年
7 月 19 日から 1900 年 10 月 26 日までの記録である。
8　最長の外出は学堂全員の転地勉学であるが、拙論「高楠順次郎の教育思想――日華学堂の学生の転地勉学を通じて」『武




11 1898 年 3 月 2 日に、高楠順次郎は大学講師のまま、逓信大臣末松謙澄の秘書官となり、この関係から外務大臣秘書官三橋










18 『読売新聞』（1898 年 6 月 10 日、12 日）に彼らの来日を報道した。
19 汪有齢は蚕の養殖を学ぶために杭州府から派遣され、1897 年（光緒二三年）12 月 15 日（旧暦 11 月 22 日）に神戸に着き、





20 呉振麟は来日する前に、上海育才書塾で二年間英語を学んで卒業した。1898 年 10 月 22 日に日本陸軍大演習を見学するた
めに派遣された雷芸桂と共に上海を立った（アジア歴史資料センター所蔵の「在本邦清国留学生関係雑纂陸軍学生海軍学
生外之部」請求番号 3-2530-0045 ～ 46）を参照。
21 章宗祥は浙江省湖州府烏程県出身で 21 歳、雷奮は江蘇省松江府華亭県出身で 20 歳、以上 2 名は師範の学生である。富士
英は浙江省嘉興府海塩県出身で 19 歳、胡礽泰は江蘇省太倉州宝山県出身で 21 歳、楊蔭杭は江蘇省常州府無錫県出身で 21
歳、楊廷棟は江蘇省蘇州府吳県出身で 19 歳、以上 4 名は中院生である。『要覧』と青木外務大臣への宝閣善教の「御届」（『在
本邦清国留学生関係雑籑　陸軍海軍学生外之部』3-2520-0052）を参照。
22 陳玉堂は廣東省潮州府海陽県出身で、その兄陳歩鑾は広東の豪商である。
23 清国参事官代理羅庚齢の依頼により三橋は日華学堂への入学を紹介した。鄭康耆は広東省香山県出身で 19 歳、当時横浜
居留地二二一番館に寄寓していた。（『在本邦清国留学生関係雑籑　陸軍海軍学生外之部』3-2520-0074）を参照。
24 北洋頭等学堂からは三名で、出身地として、黎科は広東省新会県出身で 20 歳、張煜全は広東省広州府南海県出身で 19 歳、
王建祖は広東省番禺県出身で 21 歳である。二等学堂から三名で、張奎は江蘇省松江府上海県出身で 18 歳、金邦平は安徽
省徽州府黟県出身で 18 歳、周祖培は江蘇省蘇州府呉県出身で 18 歳である。残りの六名は北洋水師学堂の学生で、安慶瀾、
蔡成煜、張锳緒は直隸省天津府天津県出身でそれぞれ 20 歳、20 歳、23 歳である。高淑琦は浙江省杭州府銭塘県出身で 22
歳、沈琨は直隷省静海県出身で 23 歳、鄭葆丞は福建省福州府閩県出身で 19 歳である。彼らは本来、海軍を学ぶために海
軍学校への入学を希望したが、海軍側に断られたため、やむを得ず進路変更をし、日華学堂に入学した。
25 孫淦が日華学堂の学生を訪ねた時に、汪有齢と呉振麟の部屋に泊まった。
26 11 月 23 日に加藤玄智より博文館入りを勧められ、11 月 29 日に亀鶴館に引っ越した。『高嶋米峰自叙伝』（高嶋米峰、大空社、
1993 年）の年譜（明治三三年の項）を参照。










34 7 月 23 日に、梅原と酒匂は学生を同伴して団子坂に出かけた。31 日は日曜日で中嶋は学生 4 名を連れて上野でゆっくり
散策した。
35 『東京名所図会』によれば、入園料は大人二銭であった。
36 『読売新聞』1898 年 7 月 26 日付の岸田吟香の所感文、9 月 26 日付の記事「さまざま」を参照。ちなみに、このオランウー
タンは同年 11 月 28 日に病気で死亡した。
37 具体的に見ると、1898 年 7 月 31 日、8 月 30 日、10 月 7 日、10 月 17 日、10 月 23 日、10 月 31 日、11 月 19 日、12 月 25
日及び 1899 年 1 月 3 日、1 月 22 日である。
38 1873（明治六年）1 月 15 日の太政官布告に「今般各地に於て名境勝区を撰び、人民遊覧の地となし、長く公園と可被定旨
被抑出候に付於当府下は、左の記載する五ケ所の地を公園と相定め候事　金竜山浅草寺　三縁山増上寺　飛鳥山　東叡山
寛永寺　富岡八幡社地」とある。









42 『読売新聞』（1898 年 12 月 19 日付）「西郷隆盛翁銅像除幕式」を参照。
43 『読売新聞』（1898 年 12 月 19 日付）「西郷隆盛翁銅像除幕式」より引用。
44 観音堂は第一区、仲見世は第二区、伝法院付近は第三区、大池と奥山の一部は第四区、花屋敷と残りの奥山は第五区、埋
め立ての新開地は第六区とされていた。
45 同書 19 ～ 20 頁を参照。
46 『日誌』1898 年（明治三一年）8 月 18 日を参照。
47 現在の赤羽駅に近い稲付城跡である。
48 日華学堂はいつ廃校したのかはっきりした記録がない。『日華学堂日誌』の記録は 1900 年 10 月 26 日までで、同年に学生
が入学した記録がなかった。しかし、学生監督として高楠順次郎は 1902 年 11 月に求是書院派遣と南洋公学派遣の学生 6











・実藤恵秀「中国人日本留学史稿（五）」（『日華学報』第六二号、1937 年 7 月）
・『宝閣先生追悼号』（中央商業学校編、三秀舎、1940 年）














・田中比呂志『清末の江蘇省における諮議局の設置と地域エリート』（東京学芸大学紀要 第 3 部門 社会科学、2004 年）
・堀切直人『浅草　江戸明治篇』（右文書院、2005 年）
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・徐蘇斌「戦前期日本に留学した中国人技術者に関する研究」（『表現における越境と混淆 : 国際日本文化研究センター共同研
究報告』所収、井波律子、井上章一編、国際日本文化研究センター、2005 年 9 月）
・川崎真美「清末における日本への留学生派遣―駐清公使矢野文雄の提案とそのゆくえ―」（『中国研究月報』，第六○巻 第二号、
2006 年 2 月）
・徐友春主編 『民国人物大辞典 増訂版』（河北人民出版社、2007 年）
・陶英恵『民国教育学術史論集』（秀威資訊科技股份有限公司、2008 年）
・『「帝都」のガイドブック　モダン都市文化 31』（和田博文監修、藤本寿彦編、ゆまに書房、2008 年）




文化交渉学教育研究拠点、2012 年 1 月）
・横井和彦、高明珠「中国清末における留学生派遣政策の展開：日本の留学生派遣政策との比較をふまえて」（『経済学論叢』
同志社大学、2012 年 7 月）
・柴田幹夫「『日華学堂日誌』一八九八～一九〇〇」（『新潟大学国際センター紀要』第九号、2013 年）
・韓立冬「『五校特約』下の一高特設予科 : 修了者の進路を中心に』」（富士ゼロックス株式会社小林節太郎記念基金編、2014 年）
・金富軍「張煜全在清华学校的教育实践考察」（『教育史研究』2014 年第 3 号）
・黄政傑編『教育行政與教育発展：黄昆輝教授祝寿論文集』（五南図書出版、2015 年）
・欒殿武「大正時代における中国人留学生の生活誌－寄宿舎生活に関する考察－」（武蔵野大学グローバル教育研究センター




2017 年 3 月号）






1 1898 年 
7 月 21 日（木） 
夕飯後、東京帝国大学のキャンパス内を散歩 求是書院 4 名 
2 7 月 22 日（金） 夕飯後、上野公園に散策
3 7 月 23 日（土） 団子坂に遊ぶ
4 7 月 24 日（日） 築地厚生館に浙江巡撫派遣遊歴員蒋嘉名らに
面会
5 7 月 29 日（金） 夕飯後、本郷館と湯島辺りに散策
6 7 月 31 日（日） 上野公園、博物館、動物園、パノラマ館
7 8 月 4 日（木） 勧工場に遊ぶ
8 8 月 7 日（日） 築地厚生館
9 8 月 14 日（日） 小石川植物園、途中雨に遭い、引き返した
10 8 月 18 日（木） 開化楼へ辻武雄送別会に出席
11 8 月 21 日（日） 浅草凌雲閣、観音菩薩お参り
12 8 月 27 日（土） 大橋、夜学生らを湯島で招待
13 8 月 28 日（日） 築地厚生館
14 8 月 30 日（火） 夕方、上野公園に散歩
15 9 月 4 日（日） 早起、学生らと散歩
16 9 月 18 日（日） 小石川植物園に観覧 25 日、汪有齢入
学、宝閣入堂
17 9 月 28 日（水） 浙江派遣遊歴員蒋嘉名ら帰国、横浜に見送る
18 10 月 2 日（日） 朝食後、街路を萬世橋まで散歩、酒匂宅訪問
19 10 月 7 日（金） 上野公園に遊び、本郷街を散歩
20 10 月 15 日（土） 朝食後、小石川植物園に遊ぶ
21 10 月 16 日（日） 夕食後、街路を散歩、桜井宅訪問
22 10 月 17 日（月） 朝食後、団子坂、道灌山、飛鳥山、上野に散
歩
神嘗祭
23 10 月 22 日（土） 学生ら自由散歩
24 10 月 23 日（日） 上野、白馬会油絵展覧会を見学
25 10 月 28 日（金） 夜、学生ら散歩
26 10 月 30 日（日） 朝食後、学生一同洋服を着て厚生館に孫淦を
訪問
27 10 月 31 日（月） 孫淦と学生ら 6 名、上野に散歩 呉振麟入学
28 11 月 5 日（土） 梅原は汪、呉と浅草に、宝閣は 4 名と靖国神
社大祭を見学、大学の運動会を見学
29 11 月 6 日（日） 学生ら自由散歩
30 11 月 12 日（土） 学生一同、三崎町嘉納塾を訪問
31 11 月 15 日（火） 巣鴨宍戸宅に紅葉を鑑賞、郊外を散策
32 11 月 19 日（土） 上野に遊ぶ、動物園、団子坂で菊細工を鑑賞
33 11 月 25 日（金） 午後、学生ら高等学校の剣道試合を見学
34 12 月 11 日（日） 午後、学生ら散歩
35 12 月 25 日（日） 学生一同、上野に散歩
36 12 月 29 日（木） 学生一同、梅原宅を訪問 28 日より冬休み 
37 12 月 30 日（金） 学生一同、王子に嵆侃を訪問
38 12 月 31 日（土） 本郷・神田の本街を散歩、歳末の景色を見る
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皇居で百官拝賀を見物、銀座、京橋を散策
40 1 月 2 日（月） 初荷を見るため散歩
41 1 月 3 日（火） 午後、上野を散歩
42 1 月 4 日（水） 学生一同、成城学校を訪問
43 1 月 5 日（木） 芝浜松町に酒匂宅、高楠宅を訪問
44 1 月 7 日（土） 学生一同、浅草に散歩
45 1 月 9 日（月） 青山練兵場に観兵式を見学 1 月 10 日始業 
46 1 月 17 日（火） 貞宮内親王葬儀を見学 1 月 20 日南洋公
学 6 名入学 
47 1 月 21 日（土） 梅原、新入生 6 名と公使館を訪問 
48 1 月 22 日（日） 学生一同、上野公園に散歩
49 1 月 30 日（月） 浙江留学生 6 名、公使館を訪問 2 月 6 日陳生入
学
50 2 月 9 日（木） 南洋生 6 名、汪・呉と横浜へ行く 大晦日
51 2 月 10 日（金） 学生一同、公使館を訪問
52 2 月 11 日（土） 偕楽園で新年会を開く 3 月 21 日鄭生入
学
53 4 月 16 日（日） 新入生一同、洋装で成城学校を訪問 3 月 31 日北洋組
12 名入学 
54 4 月 28 日（金） 梅原、土屋乙級生と飛鳥山にハイキング
55 4 月 30 日（日） 梅原、生徒数名と辻武雄を訪問、土屋・田代
は学生 4 名と早稲田を訪問 
56 5 月 13 日（土） 中出、生徒数名と芝公園を見学
57 5 月 16 日（火） 学生 4 名、成城学校を訪問 
58 5 月 21 日（日） 美野田・田代、学生 4 名と慶応運動会を見学 
59 6 月 12 日（月） 19 名の学生は公使館を訪問、端午の挨拶 
60 6 月 17 日（土） 成城学校を訪問する学生あり
61 7 月 8 日（土） 美野田・西出送別会を四谷で開く
62 7 月 16 日（日） 生徒の一部、成城学校を訪問
63 7 月 27 日（木） 転地勉学のため、塩原へ出発 8 月 27 日まで塩
原に滞在
64 9 月 15 日（金） 宝閣、学生 7 名と工科大学を訪問 
65 10 月 2 日（木） 堂生、青山練兵場に観兵式を見物
66 10 月 4 日（土） 堂生一同、農科大学運動会を見学
67 11 月 25 日（土） 二人、大学下宿屋に学友を訪問し、靴盗難に
遭う
68 1900 年 
1 月 1 日（月） 
学生ら自由散策
69 1 月 31 日（水） 堂生、終日公使館を訪問
70 4 月 30 日（月） 留学生一同、横浜に至る
